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望

＝
望
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の

こ
と

で
、

か
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づ
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神
無
月

満
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指
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角
宿

日
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十
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月
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星
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方
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５
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？
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１
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１
１
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７
日

土
っ
あ
え
い
心

五
黄

福
島
二
本
松
提
灯
祭
ヽ
長
崎
く
ん
ち
（
９

日
迄
）
せ
ニ
赤
口
心

で
胃

母
倉
５
．
４
０

フ
コフ
３．１０
３．３５
「

１
２
１

８
日

日
っ
ち
？

ゐ
回

禄
寒
露
匸
一
時

こ
八
分
、

箭
髫
≒
レ
　
昌
彦

♀
昴
ぢ
っ

九
回

１
０

日
火

お
万
っ
し

二
ｘ

韶
牋
り
デ

黼
齟
膕
総
計
釣
船
屁
日
、

莖
ハ

先
負

乙
ら

觜
゛

Ｌ
５．４
３

９
日

月
お
え
　

芒
二

碧
討
封
デツ
倡
久
｀

錯
一

訌
屐
Ｌ
　
　苴
友
引
｛

つ
畢

や
こ
昌

Ｉ
Ｉ

日
水
ふ
づ

９
否
ら
一
白

神
戸
海
神
社
祭
、
東
京
池
上
本
門
寺
御
会
式
　

廿
七

佛
滅
さ
だ

ん
参

１
２

日
水
そ
つ

？
う
九
紫

横
浜
総
持
寺
御
征
忌
会
、

芭
蕉
忌

廿
八

大
安

ご
ら
井

５． ４４　 ５． ４３

心

四
二

旧

九八

月月

小大

２
４

十
月
に
な

っ
て

も
ま
だ
台
風
の

１
３

心
配

が
あ
り
、

ぐ
ず

つ
い

た
天

旧
０
２

３
１
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１
３

日
金

あ
え

た
っ

八
白

和
歌
山
竈
山
神
社
祭
、
日
蓮
聖
人
忌
、
嵐
雪
忌

芫
赤
口
で

霎
鬼

大
字
つ
５．４５
７．０９
４．０
３

１

１
４

日
土

あ
ヒ
　
ふ
七

赤
鉄
道
の
日
、

釜
石
曳
舟
祭

１
５

日
日

尽
市
子
ハ

ま
で
護
見
回
謂
嚮
に
Ｈ
ド

１
６

日
月

諾
谷
つ
に

丑
黄

愛
媛
新
居
浜
太
鼓
祭

１
７

日
火

っ
ぶ

１
四
″
背
馳
訌
慥
諳
譜
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１
８

日
木

つ
き
リ
ェ

儿
詐
豹
茴

膕
冊
羆
Ｌ

９
　
　
　
ヽ
え

ヽ
　
　

こ
県

都
建

勲
神
社
船
岡
祭
、

１
日

水
お
　
ヽ
心

二
黒

東
京

日
本
橋
べ

゜
た

ら
市

２
０

日
金

お
ご
　

亡
白
え
び

す
講

、
誓
文
払
い

２
１

日
土

み
つ

心
え

ね
九

紫
土
用
○

時
五

八
分

、
崕

び
劈
詮
晢
、

２
　
　
　
　
’
　
　
　

ｙ
　

Ｏ
　上
弦

匸
一

時
二

九
分
、
京
都
平
安
神
宮
時
代
祭
、

２
日

日
み
つ
心

と
う

し
゛

白
京
都
鞍
馬
の

火
ま

つ
り

ヽ
伊
賀
上
野
天
神
祭

２
３

日
月

き
宣

旨
七
赤
旧
重
陽

、
電

信
電

話
記
念
日

、
不
成
銃
口

２
４

日
大

き
宕
　

う
六

白
霜
降
一

時
二

券
、

国
運

の
日

２
５

日
水

尽
え

た
っ

五
黄

６
　
　
　
ａ
　
　
　
　
緑
原
子
力

の
口

、
宮
崎
神
宮
例
祭
、

２
日

水
　

？
　

ふ
回

’
天

理
教

本
部

秋
季

大
祭

２
７

日
金

つ
あ
え
う

Ｉ
ニ

碧
↓
粒
三

万
夜

‰
陽
週
間
こ
１１
月

９
口
迄
）

、
三

隣
亡
、

２
８

日
土

っ
あ

谷
っ

し
二

黒
速
記
記
念
日

２
９

日
日

お
え

念
一

白
庚○
申望
五

時
二

四
分

、
福
岡
香
権
官
秋
季
例
祭
、

３
０

日
月

か
？

ビ
リ

九
紫

一
粒

万
倍
日

３
１

日
火
そ
つ

？
い
心
八

白
世
界
勤
倹
デ
ー
、

不
成
就
日

○
十

月
の

行
事

５１８

１． ５９

こ
の

月
の

天
候
は
、

大
陸
方

面
の

高
気
圧
が
、
い

つ
ど

れ
ほ

ど
に

発
達
す
る

か
に

か
か

っ
て

い
る

。
例
年
よ
り
も
早
け
れ
ば

秋
の

長
雨
が
早
く
明
け
、

秋
ら

し
い

晴
天

の
日

が
多
く
見
ら
れ

る
。

ま
た

、
発

達
が

遅
い

年
は

候
が
続
き

そ
う
で
あ
る
。

ま
た
、

「
女

心
と

秋
の
空
」

と
い

わ
れ
る

よ
う
に
、

澄
み
切
っ

た
青
空
が

急
変
す
る

こ
と

が
多

い
の

で
あ

る
。

晴
れ

た
日
は
、

日
中

の
温

度
が

か
な

り
昇
り
、

夜
冷
え
込

む
こ

と
が

多
く

、
気

温
の

変
化

に
は

十
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注
意

し
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い
。
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。
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の
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。
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結
び

の
神

”
で

、
一
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【
葬

】
薬
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た
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た
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、
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と

え
そ
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眠
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よ
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長
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の
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往
生
…

…
で
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っ
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も
、

現
世

と
冥

界
の

別
れ

は
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一

度
は

あ
る

も
の

と
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知
り
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が

ら
、

悲
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く
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も
の

で
あ

る
。
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ま
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四

佛
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４
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９
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十
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安
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士
ハ

赤
ロ

ミ
ヽ

つ
危

神
よ

し
６．００
６．４９
７．３５
１
１

十
七

先
勝

た
つ

室
母

倉
６．０１
６．４８
８．１７

１
１

下
弦

＝
下
弦
の

月
を
指
す

７． １７

５． ４７

１７．０７

１１ ．３６

２３．５６

８． ２７

６． ２９

１７ ．３１

－

１２．０７

◇
死
者
を

北
枕

に
す
る
。

（
釈

迦
入
滅
の
姿
に
な
ら
う
）

◇
目
を
閉
ざ
し
、
手
を
胸
の

上
に

組
む

よ
う

に
形

を
と

と
の

え
る
。

◇
神
棚
や

仏
壇
を
閉
ざ
し
、

忌
中

の
半

紙
を

戸
口

に
貼

る
。

◇
死
亡
の

こ
と

を
近

親
や
寺

に
知
ら
せ
る
。

◇
葬
儀
の

打
ち
合
わ
せ
。

◇
葬
儀
社

へ
の

交
渉
。

◇
湯
瀛
、

納
棺

の
準
備
及
び

納
棺
。

◇
死
亡
通
知
の

作
成
。
祭
壇

の
作
成
。

◇
お
通
夜
。

◇
告
別
式
、
一

般
焼
香
。

【
祭

】
「

ス
ポ

ー
ツ

の
日
」
は
、

元
々

は
「
体
育
の
日
」
と
呼
ば

れ
て

い
た

（
令

和
二

年
か

ら
名

称
変
更
）

。
昭
和
三

十
九

年
東

京
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
を

記
念

し
て

制
定
。
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